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交通部会のお知らせ (第２４７回) 

 

日 時 平成２９年２月２７日（月）午後１時半～３時半 

場 所 参議院議員会館 １階 １０２会議室 

    千代田区永田町２－１－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・南北線）①番出口より下車５分、

永田町駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車２分。当日、

午後１時より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。そ

の時刻前に到着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにて

お待ち下さい。会議開始後にお越しの方は、受付に「１０２会

議室に行きたい」旨お伝え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の交通情勢について想う 

        挨拶 松本治男 交通部会長（元近畿管区警察局長） 

     ２、平成２８年中における交通死亡事故の特徴について 

   ３、農耕作業用自動車の交通事故防止の推進について 

   ４、交通事故統計（１月末及び２月２６日まで） 

     解説 警察庁交通企画課 落合大地課長補佐（警視） 

 

報 告   去る１月２４日開催の第２４６回交通部会は、松本治男部

会長が議長を務め行われました。 

 まず、松本部会長から、「本年に期待する交通事故対策」と題

して開会挨拶がありました。平成２８年中の交通事故死者数は、死

者数４千人を切るという大きな成果を挙げた。この数字は、昭和２

４年以来のことで、車両台数も今より遥かに少ない時代であったか

ら、驚異的である。次の目標は、第１０次交通安全基本計画の死者

数２千５百人以下と、人口１０万人当たりの死者数世界一達成であ 

る。高齢者の構成率はわずかながら上がっており、重点目標は引
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き続き高齢者事故対策であろう。 

次に、警察庁交通局交通企画課 落合大地課長補佐（警視）より、「平成２

８年中の交通事故死者数」について解説がありました。平成２８年中の交

通事故死者数は３９０４人で、前年比２１３人の減少となった。うち高齢

者は２１３８人で、構成比は５４．８％と前年より０．２％上昇した。飲

酒死亡事故は２１３件あり、厳罰化以来、初めて増加した。また、部会前

日（１月２３日）までの死者数は２１７人で、前年比５８人の減少と、本

年に入っても減少傾向は続いている。 

次に、「高齢運転者交通事故防止対策に関する有識者会議の開催」につい

て解説がありました。死亡事故の件数は減少しているが、高齢運転者によ

る死亡事故の構成比は上昇し続けている。また、高齢者の免許保有者の割

合も上昇を続けている。こうした背景から、高齢運転者の交通事故防止に

ついて、内閣府に交通対策本部が設けられた。その下部の高齢運転者交通

事故防止対策ワーキングチームに対し、有識者等の意見を聞き、その結果

を報告する機関として有識者会議が本年１月より開始された。高齢者によ

る死亡事故を細かく分析すると、都市部では高齢者による死亡事故の割合

は比較的少ないが、地方では多くなる傾向にある。また、運転免許の返納

率は都市部では多いが、地方では生活に支障が出るためか、返納率は低い。

また、平成２７年にブレーキペダルとアクセルペダルの踏み間違いによる

死亡事故は５８件起きているが、そのうち５０件は高齢者によるものであ

った。有識者会議では、自動車の先進技術を生かす。免許を返納しても生

活に支障が出ない交通網の整備などが中心議題となりそうだ。 

 この後、委員一同にて盛んな意見交換があり、有意義な会合となりました。 
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    テロ対策への警備から、非会員で参加希望の方は、必ず、 

    前日までに事務局へ御連絡下さい。 


